













































































3  鹿児島市の HP，第五次鹿児島市総合計画（本編）（http://www.city.kagoshima.lg.jp/kikakuzaisei/kikaku/seisaku-k/shise/
shisaku/sogo/documents/201251819413.pdf　※2018.1.3アクセス）



















29年12月1日現在 世帯数 人口総数 男 女
谷山中央四丁目 874 1804 853 951
谷山中央五丁目 673 1545 734 811
谷山中央六丁目 1002 2259 1094 1165
谷山中央七丁目 966 2416 1081 1335
慈眼寺町 538 1402 663 739
西谷山二丁目 254 651 302 349
和田一丁目 965 2211 1047 1164














































































家族経営 同族経営 家族・同業者以外 その他 応答数N
飲食業 60.0％ 20.0％ 20.0％ 5
卸・小売業 9.1％ 18.2％ 27.3％ 45.5％ 11
サービス業 66.7％ 16.7％ 16.7％ 6
建設業 33.3％ 66.7％ 3
製造業 66.7％ 33.3％ 3
医療機関 30.8％ 38.5％ 30.8％ 13























1～3 4～6 7～10 11～20 21以上
飲食業 80.0％ 20.0％ 5
卸・小売業 9.1％ 18.2％ 9.1％ 18.2％ 45.5％ 11
サービス業 50.0％ 16.7％ 33.3％ 6
建設業 33.3％ 33.3％ 33.3％ 3
製造業 33.3％ 33.3％ 33.3％ 3
医療機関 7.7％ 30.8％ 15.4％ 23.1％ 23.1％ 13
運輸業 33.3％ 66.7％ 3















（表9）業種大分類 と 経営者年代 のクロス表
経営者の年代
応答数N
30代 40代 50代 60代 70歳以上
飲食業 20.0％ 20.0％ 20.0％ 20.0％ 20.0％ 5
卸・小売業 27.3％ 54.5％ 9.1％ 9.1％ 11
サービス業 33.3％ 33.3％ 16.7％ 16.7％ 6
建設業 33.3％ 66.7％ 3
製造業 33.3％ 33.3％ 33.3％ 3
医療機関 7.7％ 61.5％ 30.8％ 13





















創業者 二代目 三代目 四代目以上
飲食業 80.0％ 20.0％ 5
卸・小売業 50.0％ 10.0％ 10.0％ 30.0％ 10
サービス業 33.3％ 66.7％ 6
建設業 33.3％ 66.7％ 3
製造業 66.7％ 33.3％ 3
医療機関 76.9％ 7.7％ 7.7％ 7.7％ 13
運輸業 33.3％ 66.7％ 3






創業者 二代目 三代目 四代目以上
経営者年代
30代 100.0％ 2
40代 11.1％ 55.6％ 33.3％ 9
50代 65.0％ 15.0％ 10.0％ 10.0％ 20
60代 63.6％ 18.2％ 18.2％ 11


























飲食業 80.0％ 20.0％ 5
卸・小売業 18.2％ 27.3％ 27.3％ 27.3％ 11
サービス業 50.0％ 16.7％ 16.7％ 16.7％ 6
建設業 33.3％ 33.3％ 33.3％ 3
製造業 33.3％ 66.7％ 3
医療機関 16.7％ 66.7％ 16.7％ 12
運輸業 100.0％ 3











創業者 16.0％ 28.0％ 40.0％ 16.0％ 25
二代目 36.4％ 27.3％ 9.1％ 27.3％ 11
三代目 50.0％ 50.0％ 2










家族経営 12.5％ 18.8％ 50.0％ 18.8％ 16
同族経営 100.0％ 2
家族・同業者以外 38.5％ 23.1％ 7.7％ 30.8％ 13










1～3 16.7％ 58.3％ 25.0％ 12
4～6 16.7％ 50.0％ 33.3％ 6
7～10 33.3％ 16.7％ 50.0％ 6
11～20 62.5％ 12.5％ 25.0％ 8


























飲食業 40.0％ 20.0％ 20.0％ 20.0％ 5
卸・小売業 54.5％ 9.1％ 27.3％ 9.1％ 11
サービス業 33.3％ 33.3％ 16.7％ 16.7％ 6
建設業 100.0％ 3
製造業 66.7％ 33.3％ 3
医療機関 53.8％ 15.4％ 7.7％ 23.1％ 13
運輸業 100.0％ 3







自地・持家 借地・持家 借地・借家 テナント
何代目創業者 50.0％ 7.7％ 19.2％ 23.1％ 26
二代目 45.5％ 27.3％ 9.1％ 18.2％ 11
三代目 100.0％ 2





自地・持家 借地・持家 借地・借家 テナント後継者有無
決まっている 66.7％ 11.1％ 22.2％ 9
決まっていないがいずれ決める 50.0％ 14.3％ 14.3％ 21.4％ 14
自分の代で終了予定 45.5％ 9.1％ 27.3％ 18.2％ 11



















1年未満 1年超5未満 5年超10未満 10年以上20未満 20年以上
飲食業 20.0％ 20.0％ 60.0％ 5
卸・小売業 9.1％ 9.1％ 81.8％ 11
サービス業 33.3％ 66.7％ 6
建設業 100.0％ 3
製造業 33.3％ 66.7％ 3
医療機関 7.7％ 23.1％ 7.7％ 46.2％ 15.4％ 13










1年未満 1年超5未満 5年超10未満 10年以上20未満 20年以上
自地・持家 7.4％ 14.8％ 11.1％ 66.7％ 27
借地・持家 16.7％ 16.7％ 16.7％ 50.0％ 6
借地・借家 33.3％ 50.0％ 16.7％ 6















































飲食業 40.0％ 40.0％ 80.0％ 60.0％ 80.0％ 80.0％ 80.0％ 80.0％ 20.0％ 5
卸・小売業 9.1％ 9.1％ 18.2％ 45.5％ 63.6％ 72.7％ 45.5％ 45.5％ 27.3％ 11

























飲食業 20.0％ 20.0％ 60.0％ 5
卸・小売業 18.2％ 18.2％ 36.4％ 27.3％ 11
サービス業 16.7％ 16.7％ 66.7％ 6
建設業 50.0％ 50.0％ 2
製造業 66.7％ 33.3％ 3
医療機関 8.3％ 66.7％ 25.0％ 12
運輸業 66.7％ 33.3％ 3











































飲食業 20.0％ 20.0％ 60.0％ 5
卸・小売業 9.1％ 9.1％ 45.5％ 27.3％ 9.1％ 11
サービス業 16.7％ 16.7％ 66.7％ 6
建設業 50.0％ 50.0％ 2
製造業 66.7％ 33.3％ 3
医療機関 66.7％ 33.3％ 12
運輸業 66.7％ 33.3％ 3



































飲食業 50％ 50％ 100％ 50％ 50％ 2
卸・小売業 67％ 33％ 67％ 33％ 3

































　 飲食業 卸・小売業 サービス業
人手不足 25％ 70％ 50％
後継者問題 　 　 17％
大型小売店との競合 　 30％ 17％
コンビニとの競合 　 10％ 　
同業者との競合 50％ 40％ 17％
低価格競争 　 40％ 　
資金調達 　 10％ 　
その他 50％ 10％ 50％




























　 飲食業 卸・小売業 サービス業
商品・サービスが豊富 20％ 40％ 17％
品質が良い 80％ 50％ 33％
値段が安い 20％ 20％ 33％
まとめ買いができる 　 10％ 　
店主と顔なじみ 40％ 30％ 17％
店の雰囲気が良い 40％ 20％ 50％
接客が良い 20％ 10％ 33％
気軽さ・自由さ 20％ 60％ 33％
店の信用 60％ 50％ 67％
配達してもらえる 　 40％ 17％
営業時間が長い 　 　 17％
駐車場がある 60％ 20％ 67％
自宅や職場に近い 20％ 40％ 67％
その他 　 10％ 　



























　 飲食業 卸・小売業 サービス業
特色ある品揃えやサービス 20％ 50％ 33％
魅力ある店舗づくり 20％ 10％ 50％
接客力の向上 40％ 70％ 67％
ポイント・スタンプカード 40％ 30％ 50％
売出・セール 20％ 30％ 　
イベントの実施 　 10％ 17％
折込チラシ等の広告宣伝 20％ 10％ 　
ホームページ等 IT活用 　 20％ 50％
営業時間の延長 　 　 　
商店街情報誌・商店街マップ 　 　 17％
町内会（地域）との交流 　 20％ 17％
特に取り組んでいることはない 40％ 　 　




























飲食業 20.0％ 40.0％ 40.0％ 5
卸・小売業 30.0％ 30.0％ 30.0％ 10.0％ 10
サービス業 16.7％ 33.3％ 33.3％ 16.7％ 6
建設業 33.3％ 66.7％ 3
製造業 33.3％ 66.7％ 3
医療機関 7.7％ 38.5％ 38.5％ 15.4％ 13



































　 衰退 やや衰退 停滞 やや繁栄 繁栄 応答数N
飲食業 　 60.0％ 40.0％ 　 　 5
卸・小売業 33.3％ 11.1％ 33.3％ 22.2％ 　 9
サービス業 　 83.3％ 16.7％ 　 　 6
建設業 　 66.7％ 33.3％ 　 　 3
製造業 　 　 66.7％ 　 33.3％ 3
医療機関 8.3％ 8.3％ 41.7％ 41.7％ 　 12
運輸業 　 66.7％ 　 33.3％ 　 3
金融機関 　 　 100.0％ 　 　 2

































飲食業 40.0％ 20.0％ 40.0％ 5
卸・小売業 11.1％ 22.2％ 55.6％ 11.1％ 9
サービス業 16.7％ 33.3％ 33.3％ 16.7％ 6
建設業 100.0％ 3
製造業 33.3％ 33.3％ 33.3％ 3
医療機関 38.5％ 15.4％ 46.2％ 13
運輸業 100.0％ 3
金融機関 50.0％ 50.0％ 2
その他 100.0％ 1
※割合は度数を各行の応答数Nで割ったもの。
業種別に地域活動の必要性をどう感じているのか見てみると，飲食業においては，「感じない」（40％）
「やや感じる」（40％）と意見が分かれた。卸・小売業においては，「感じない」が11.1％あるものの，「や
や感じる」55.6％と「大いに感じる」11.1％と地域活動を支持する経営者が多い。サービス業においても
「やや感じる」33.3％，「大いに感じる」16.7％と必要性を認識している割合が高い。医療機関において「大
いに感じる」事業者が46.2％いるのは特筆すべきことである。
４　まとめ
慈眼寺通り商店街の特徴は，飲食店，理容・美容，そして，病院・医院・薬局などの医療機関が多いこ
とである。特に，商店街の中にある大きな病院は地域医療の拠点となっており，多くの人が利用している。
また近年は老人ホームやデイケア施設，鍼灸院・整骨院なども増え，医療・福祉・健康関係の施設が目立
つ。小売業では，老舗デパートのサテライトショップとチェーン店スーパーの存在が大きい。サテライト
ショップには遠くからもギフト商品などを求める客が多く訪れる。生鮮三品や惣菜などの食料品を扱う個
人商店はほとんどないためスーパーは無くてはならない存在である一方，弁当屋，パン屋，お菓子屋もあ
り，商店街らしさは残っている。飲食店は全体の14％を占め，食堂，居酒屋，喫茶店などが点在し，この
地で営業して40年になるレストランも健在である。また，理容・美容，教室・学習塾，クリーニング店な
どのサービス業が多く，商店街には郵便局や銀行もあり，昔のような賑わいはないが，生活するのに必要
なモノは揃っていると言えよう。
飲食業とサービス業において家族経営の事業所が多い。特に飲食業では従業員が1～3人の店舗が80％を
占め，零細な事業所が目立つ。経営者の44.7％が50代，31.9％が60歳以上と高齢化している。創業者が
56.5％を占め，特に，飲食業の80％は創業者で，事業継続の難しさが窺える。後継者については半数が「決
まっている」か「目途がついている」一方，4分の1が自分の代で事業を終えると決めている。ここでも，
飲食業の8割は自分の代で終えると高い割合を示している。事業所の持家率は70.2％と高い。自分の代で
終えると決めている経営者の中で事業所が持家の人は54.6％ということは，持ち主が手放すことを考えて
いなければ，そこが将来空き店舗になる可能性は高いと言える。
昨年と比較して売上高が減少したと答えた事業所は34.8％あり，その原因を「消費の低迷」，「同業者と
の競争激化」，「消費者の高齢化」とする意見がそれぞれ半数近くあった一方，「大型店の影響」をあげて
いる企業は17％と比較的少なかった。全事業所の70％近くが主な客層は65歳以上と答えていることから
も，消費者の高齢化が進んでいることがわかる。経営上の課題は「人手不足」，「同業者との競合」がそれ
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ぞれ50％を超えた。「人手不足」が深刻なのは小売業（70％）であった。大型小売店との競合と後継者問
題は経営課題としては，意外にも下位に位置づけられていた。集客力向上の取組としてあがったのは「接
客力の向上」（56.5％）。「特に取り組んでいることはない」も20％あったが，小売業とサービス業におい
ては「接客力の向上」に7割の企業が取り組んでおり，積極的な経営姿勢が見られた。
殆どの経営者は，商店街の現状を「衰退」（55.3％）または「停滞」（36.2％）と考えている。衰退の主
な要因は「大型店の影響」（55.6％），「消費の低迷」（44.4％），「消費者の高齢化」（33.3％）であった。そ
のような状況の中，商店街活動の必要性を感じる経営者が6割いたのは，今後の商店街の動向に希望を与
えるものである。
以上のような調査結果を踏まえ，慈眼寺商店街の生き残り策について考えてみた。まずは，「医療・福
祉・健康のまち」を前面に押し出し，「高齢者が住みやすいまち」を目指してはどうだろうか。理容・美
容院，クリーニング屋，金融機関などのサービス業も比較的充実しており「便利なまち」と言えよう。飲
食店は今も比較的多いが，空き店舗を活用してさらに増えることで賑わいのある商店街になろう。生鮮三
品や最寄品はスーパーやコンビニに頼ることになるから，今ある地元のスーパーを盛り上げ，そこを中心
に商店街の集客力を上げたいところである。また，地元老舗デパートのサテライトショップは商店街に品
格を与え高級品や贈答品購入の機会を提供して周辺から人を呼び込む施設になっているのでさらに活用し
たいところである。
最後に，数回にわたるアンケート調査に快くご協力賜った鶴田伊セ治会長をはじめとする慈眼寺通り会
の皆様に厚く御礼を申し上げます。
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